
 

 

 

 

 

 

 

 

丹波辰巳 
今年1月一杯で定年し、農業を頑張

っています。農業一年生ですので、

デジカメでカレンダーを作ってい

ます。1 年後に農業カレンダーがで

きるのを楽しみにしています。宜し

くお願いします。 

 

吉岡みか 
布田に嫁いで27年。3人の子育てが一

段落したかな？（笑） 

自由な時間も増え、最近は元々好きだ

った手芸(裁縫・編み物)にはまってい

ます。地域作りのイベント活動や布和

里からの情報発信で、地区の活性化の

お手伝いができればと思っています。 

主 ★宮参り、防災訓練、子ども会 他･･･Ｐ１ 
な ★工事の進捗状況と今後の予定のお知らせ… Ｐ２ 

記 ★工事の進捗状況と今後の予定のお知らせ… Ｐ３ 

事 ★せからし会、布田川トレイル、地域作り委員 vol.2 ・ Ｐ４ 

 

永野みゆき 
小2、年長、2才の3姉妹の母で

す。生まれ育った布田で日々、

子育てに奮闘しています。宜し

くお願いします。 

滝川で催された「さかなつかみ取り大会」に子

ども会で参加しました。参加した子どもたちは、と

ても楽しんでいました。 

※廃品回収は9月、1 月に予定しています。日程が

決まり次第、お知らせいたします。ご協力をよろし

くお願いいたします。 

とれたどぉ!! 
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※
イ
ベ
ン
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等
の
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を

お
待
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し
て
お
り
ま
す
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吉岡正邦 
令和元年も布田地区に「帰って

鯉よ」の鯉のぼりを立て、地域

の活性化に少しでも努力した

いと思っています。 

今村豊 
微力ながら、務めさ

せていただきます。

宜しくお願いします。   
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先
日
、「 

昔
は
布
田
川
を
境
に
、対
岸
で
ロ

ケ
ッ
ト
花
火
を
打
ち
合
っ
て
い
た
」
と
い
う
話

を
聞
き
ま
し
た
。
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花
火
を
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を

楽
し
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で
く
だ
さ
い
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毎年6月 1日に宮山の八王社で「宮参り」が行われて

います。その年に本厄、還暦、古希、喜寿になる方々が

集まって厄払いを受けます。今年はこちらの皆さんが宮

参りに参加しました。 

前列左から、今村武人さん、吉岡成廣さん、岡村准之助嘱託区長（役

員）、上野正博さん 

後列左から、首藤好子さん、加藤みな子さん、園田孝晴区長（役員）、

丹波辰巳さん 

▼
布
和
里
復
活
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今年度の布和里は地域づくり委員15名

が、3 班に分かれて紙面を作成していきま

す。3 回に渡って委員の紹介をさせていた

だきます。紙面に載せたい情報、地区でや

ってみたいこと他があれば、委員に気軽

に声をかけていただければ幸いです。                          

先日の防災訓練では、手作りの防災頭巾を手

に、たくさんの方が参加されていました。心臓マ

ッサージ講習では、要援護者の発見から、救急車

の要請、心臓マッサージ、AED の操作に至るまで、

どのような事に気を付けて行えば良いのかな

ど、細かな指導がありました。 

実演を交えた、笑いありの訓練でしたが、より

記憶に残る訓練になったと思います。いざという

時、誰かの命を救うために、各人が正しい知識を

身につけることの大切さを改めて感じました。 

第3回のせからし会では、前回告知させていただいた通り、防災頭巾をつくりました。「うわぁ

裁縫なんて久しぶり」「針穴に糸の通らんたい」「こら、波縫いで良いとね」「縫い代は何センチ

だろうか」という感じでしたが、いざ作り始めると、さすが布田の皆さん、集中力は抜群でおし

ゃべりを交えながらもあっという間に完成しました。 

「楽しく、脳トレにもなったよ」との感想も聞かれ、今後も裁縫に限らず、何かを手作りする活

動を入れていければ良いなぁと思っています。早速、翌日の防災訓練の際に頭巾を着用して参

加することができ、地区の皆さんに知っていただく良い機会になりました。 

 

昨年9月末から12月にかけて、布田地区の皆様にお話を聞かせていただいた震災からこれまでの記憶。皆様の手元に届いた

でしょうか。震災を通じて、日常の幸せ、家族の絆、友人・知人の有難さを強く感じたのではないでしょうか。まだまだ、道半

ばですが、活気のある布田地区を少しずつ少しずつ取り戻していければと思います。 

 

 

 

 

砂防工事が行われている所から

行ける所まで布田川の川底を下り

ました。子どもの頃、布田川で遊ん

だ時は、川幅も広く、川の流れもあ

り、石の下にはカニ、深い所には魚

が泳ぎ、ホタルも飛んでいました。

今は当時から想像もつかないほど

変わってしまいました。鳴滝の水も

どこへ流れて行っているのか疑問

に思っています。 

川が流れ、魚が泳ぎ、ホタルが飛

び交う布田に戻るには数年かかる

かもしれませんが、川遊びが出来る

ような川に戻って欲しいです。 

 

 

 

 

 

前日につくった防

災頭巾と一緒に 

 

集会所 

★展示 

期間：8月 10日～8月 17日  

※13日、14日は休館 

時間：10時～16時 

場所：布田集会所 

村役場 

布田川 

地域作り委員では、2005年以来、14年ぶりに布田の写真展を計画していま

す。この写真展は、子どもたちや自分自身、父母や祖父母の古い写真を通し

て、当時の布田の様子を知る、懐かしい思い出を振り返る機会になると思っ

ています。本棚や倉庫に眠っている写真 

を探していただき、地域作り委員までお 

貸しいただきますようお願いします。 

①昭和時代の布田の様子が分かる写真 

②震災前の集落の様子が分かる写真 

③震災後、復旧・復興の様子が分かる写真 

募集期間：7 月末 
 

先日、お手元に届いた記録集

とリーフレット。 

親戚や知人の方に配りたいと

いう方は、集会所に在庫を置

いています。記録集の入った

箱と一緒に置いている表に

「氏名」「持って行く部数」を

記入した上でご自由にお取り

ください。 

下鶴橋 
鳴滝 川床にシソが。セリ

畑もありました。 

馬頭観音 

集会所の下 

鳴滝まで 

行けない!! 

地震後、ここまで来たことなかった。

みんなで来れてよかった。 


